
（別紙３）

○事業所名 　こぱんはうすさくら下荒針教室（児発）

○保護者評価実施期間 平成37年5月1日 ～ 2025年5月30日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 20 （回答者数） 17

○従業者評価実施期間 平成37年5月1日 ～ 2025年5月30日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 10 （回答者数） 10

○事業者向け自己評価表作成日 平成37年7月1日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1 　一人ひとりに寄り添い楽しく活動に参加する
　利用児童の年齢や活動量等を配慮しながら安心し
て遊べる場を選ぶようにしている

　一人ひとりの関わる時間を大事にしながら出来
ること、苦手なことを把握しながら成長につなが
るよう努めていく

2
　集団活動を通し子供同士のやり取りを充実させ社
会性につなげていく

　友だち同士のトラブルは、互いの話しを聞き、ど
のようにしたらよいか助言したりしながら解決策を
一緒に考えていくようにしていく

　子供の気持ちを受け止めながら、相手の話を聞
いたり、自分の気持ちを伝えたりできるようにし
ていく

3
　保護者からの相談や悩みについては、耳を傾けで
きる限りの対応をさせていただけるよう努力してい
く

　モニタリングだけでなく、送迎時などでもいつで
も話が聞けるようコミュニケーションをとるように
心掛けている

　保護者が話しやすい、相談しやすい関係が作れ
るよう努めていきたい

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
　父母の会の活動や支援、保護者会等の開催により
保護者同士の交流する機会がなかった

　働いている保護者が多く、参加が負担になってし
まうのではないかと考えていたため

　今のところ、保護者からの要望は聞かれていな
い。希望があれば保護者の交流ができる場を考え
ていきたい

2
　各対応マニュアルの保護者に周知・説明また発生
を想定した訓練が実施報告が上手く伝えられていな
い

　ここ最近マニュアルが増え、すべてが発信できて
いない。どのようにしたらわかりやすい形で発信で
きるか試行錯誤している

　訓練等は連絡帳で保護者に発信しているが、マ
ニュアルも種類や量も多いためわかりやすいもの
を作成し配布できるようにしていきたい

3
　職員の研修や会議等の内容がすべての職員に伝わ
りづらいことがある

　職員の就業形態も様々で、職員が全員揃う日がな
いため

　書面で全員配布し共通理解できるよう努めてい
る。日常の連絡等は職員用の連絡ノートを使用し
毎日、確認するようにしている

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

○事業所名 こぱんはうすさくら　下荒針教室

○保護者評価実施期間 2025年　5月　1日 ～ 2025年　5月　30日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 39 （回答者数） 34

○従業者評価実施期間 2025年　5月　1日 ～ 2025年　5月　30日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 11 （回答者数） 11

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　7月　1日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1 　集団活動を通し子ども同士のやり取りを充実させ社会性につ
なげていく

　友達同氏のトラブルは、互いの話を聞き、どのようにしたら
よいのか助言したりしながら解決策を一緒に考えて行くように
している

　子どもの気持ちを受け止めながら、相手の話を聞いたり、
自分の気持ちを伝えらたりできるようにしていく

2 　保護者からの相談や悩みについて耳を傾け、できる限りの対
応をさせて頂けるよう努力している

　モニタリングだけでなく、送迎時などいつでも話が聞けるよ
う、普段からコミュニケ－ションを取ることを心がけている

　保護者が話しやすい、相談しやすい関係が作れるよう努め
ていきたい

3 　さくらスマイル（月便り）やSNSで活動の様子を毎月保護者
にお伝えしている

　室内、野外での活動写真を多く載せ、利用時の様子を伝えて
いる。掲載許可が出ていない利用者の写真がないかダブルチェ
ックを行っている

　写っている利用者に偏りがでないよう、バランスよく掲載
できるようにしていく

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 　職員の研修や会議等の内容が全ての職員に伝わりづらいこと
がある

　職員の就業形態も様々で、職員が全員がそろう日がないため
　書面で全員に配布し共通理解できるよう努めている。日常
の連絡等は職員用の連絡ノートを使用し、毎日確認するよう
にしていく

2 　各対応マニュアルの保護者に周知・説明また発生を想定した
訓練の実施報告がうまく伝えられていない

　ここ最近マニュアルが増え、すべてが発信出来ていない。わ
かりやすい形で発信するめにはどうすれば良いのか試行錯誤し
ている

　訓練等は連絡帳で保護者に発信しているが、マニュアルも
種類や量も多いため、わかりやすいものを作成し配布できる
ようにしていきたい

3 　父母の会の活動や支援、保護者会等の開催により保護者同士
が交流する機会がなかった

　働いている保護者が多く、参加が負担になってしまうのでは
ないかと考えていたため

　現時点では保護者からの要望はないため、希望があれば考
えていきたい

事業所における自己評価総括表公表


